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Micro:bit を⽤いたプログラミング 

技術部：成⽥堅悦 
 
MakeCode for Micro:bit を⽤いる。 
アプリ版、Web 版（https://makecode.microbit.org/）どちらでも対応可能。 
 
・「新しいプロジェクト」を選択しプロジェクト名をつける（後から変更もできる）。 

ここでは、［new01］とする。 

 
・Micro:bit を PC に USB 接続して「ダウンロード」を押すとプログラムが転送される。 
 
※上⼿く転送できないときは、【ダウンロード】フォルダの「microbit-new01.htx」を MICROBIT(D:)

ドライブへコピーする。 
 
 
 



・照度センサーを試す。 

 
 
 
・「⾼度なブロック」の「＋拡張機能」を開く。 

 
・「maqueen」と「neopixel」をそれぞれ選択し追加する。 

  
 
 
 
 

これで、「micro:Maqueen」を使う準備ができた。 
 



 
「Maqueen」と「Neopixl」が追加されているのがわかる。 
 
・Maqueen の距離センサーで測った距離を表⽰するプログラム。（Maq_ultras01） 

 
 
 
 
 
 
 
 

・Micro:bit を PC から外し Maqueen へ取り付ける。 
・Maqueen の電源を⼊れるとプログラムが動く。 
 
・Maqueen の背⾯にある 4 つの LED が⾊を変えながら光るプログラム。（Maq_rgb01） 

 



 
 
・ラインセンサーの情報からモーターを回してライントレースするプログラム（未完成）。
（Maq_Line02） 

 
※ラインセンサー値が「０」の時は、光が反射しない（⿊）状態。「１」は光が反射する（⽩）状態。 
※本体の⾚⾊ LED の内側にセンサー動作 LED（⻘）があり「1」の時、点く。 
 


